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現在の日本の手話辞典はすべて日本語から手話を探

す辞典である。国語辞典が意味の分からない日本語を

ひいて日本語の意味を知るためものであると同じよう

に、君、日未の分からない手話をひいて手話の意味を知る

ための辞典は、現在のところ日本にはない。（外国の

手話辞典の一部には記号を使って手話から音声語をさ

がす静典がある。例：ストーキー）

わたしたちの研究カ弔式みているのは、国語辞典がい

ろは順かあいうえおjl慣に日本語を配列しているように、

手話をある一定の規則に基づいて配列し、手話からそ

の手話に相当する日本語の意味を探すための辞典であ

る。以下、このような手話から日本語を探す辞典を

『手話・日本語辞典』と称することとする。

『手話・日本語辞典』を考えるに当つては、ストー

キーのような特殊な記号を使うのでは検索するために

相当の副1闘を要することになるので一向始句ではない。

あまり体系的なことを考えず、実用を目指せば指文字

程度の手がかりで、 l叩0語程度の手話を検索できるの

ではないかと考える。試みに以下の加去で『手話・日

本語辞典』の作成を考えてみる。

2. 基本的な考え

手話を形によって分類し、その分類ごとに手話を配

列して、形から手話を検索できるようにする。形の分

類は、 4つの段階に分けて行う。

第u揮曹の分類では、その手話のもっとも特徴的な
形を抽出する。第2邸昔では、概ねその手話が「両手

で行われるか、片手で行われるか」で分類し、第3段

階では、両手ならばその手は「対称形か非対称形か」

で、片手ならばその手は「顔の前に置かれるか、胸の

前に置かれるか」で分類する。

このように分類をしていって、一つの分類項目に入

る手話が10個以下の場合は、そこで分類をやめる。

というのは、 I0程度の手話ならば、一覧して容易に

探すことができるからである。この作業は、検索が目

的であって分類が目的ではない。
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手話の形は、現実に手話を見たとき、もっとも目に

つ〈形を基本として分類する。

( l)手話の晶担白髭に着目して手話を分類する。

①まず最初に艶i乏に着目する。
＠左右か胃じ動作または動きがない場合は五王に着目

する。

③左右の手が上下に重なる場合はよ盟主に着目する。

④ιL上の分頬でも一つの手形にしぼれない場合は、右
手の手形と左手の手形のそれぞれに分類する。 （同

ーの手話が二つの手形に分類されることは許容れる。

というのは、先に述べたように、検索が自伝Jであっ

て分類が目的ではないからである。）

検索の便をはかるため代表手形はまず指文字からと

ることにする。

( 2）手形は次の庁主のいずれかに分類す・る。

く指文字〉

指文字のうち次のものを分銅d反基準として用いた。

イウエオ／カキクケコ

サシ セソ／タチツテト

ヌネノ／ハヒ ヘホ

ムメモ／ヤ ユ
ラリ レロ／ワン

ただし、アはタに、スとルはシに、ナとニはトに、

フはムに、マとミはユに、ヨはホに含むものとする。

手の形か胃じもの同土は、使用頻度のいちばん多い

ものを代表形とした。手のひらの向きが遭う場合は別

々に分類した。

「テ」については、手のひらが相手を向いているも

のを「テ」とし、手のひらが上を向いているものは

「テ↑ J、手のひらが下を向いているものは「テ↓ J

と分類した。これも、手のひらの向きは視鮒ぬ弁別

にとって重要なファクターであるからである。

従って、各指文字は次のように拡大定義される。

「ソ』は指先の向きにかかわらず指さしをしている

手形すべてを含む

『ヒ」は上を向いているもののみ。

『サ』は握り拳の手形すべてを含む。

く代表手形〉指文字だけでは手話の最初の形のすべて

を分頬できないので、次の代表手形を設定した。



「手刀Jの形

「CJの形（指吾指文字「Cj ) 

「テ↓ Jの形（指は閉じて指先は前を指し手のひら

は上を向いている形）

「テ↑」 σ'.)lf;（指は閉じて指先は前を指し手のひら
は下を向いている形）

rv J字形（指苦指文字「Vj ) 
「QJ字形（英語指文字「Q」）

「ひっかく』形

( 3）重複の許容

分類自体が目的ではなく、手の形の解釈がずれても

目的の手話にたどりつくことカ泌要であるので、同じ

手話が複数のところに分類されても許容することにし

た。

( 4）作業対象

作業は以下の本について行なった。
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4.分類の結果 以上のような方法で『手話入門』 693語の分類作業を行った結果は以下の通りである。

階層1 階層2 階層3 階層4 階層1 階層2 階層3 階層4

片手 10 
頭 5 

胸 5 

片手 8

その位置で 3 

その位置で 2 

c 24 
両手 14 

井I称 4 縦に動〈 2 

水平面で動く 2

テ↑ 28
両手 21 

対称 17 縦に動く 8 

水平面で動く 6 

非対称 4

非対称10 その位置で 5 

片手 7 
Q 14 

対材、 6 
両手
7 非対称 I

片手 12 縦に動〈 5 

水平面で動く 5

その位置で 5 

v 2 テ↓ 40 対称 17 縦に動く 7 

片手 10 
頭 4 

I旬 6 
イ 23

対称 1

両手 30
水平面で動く 5 

その位置で 4 

非対称13 縦に動く 3 

非対称12 最初がついている 水平面で動く 6 

両手 13 5 

最中肋1離れている
片手 11 

顔 7 

目旬 4 

7 ト 24 対称

片手 6 
頭 4 

胸 2 
ウ 10

対称 3 
両手 4

非対称 l

両手 13 
その位置で 4 

非対称13 縦に動く 8 

水平面で動く

ヌ 3 

オ 4 ネ 3 

カ }¥ 3 

キ

あご 8 

片手 1B 
顔 12 ほほ

額 3 

片手 13 
顔 7 

胸 6 
ヒ 31

対称 9 
両手 1B 

非対称 9

ク 39
1旬 6 
一一一一
その位置で 6 

対称 16 縦に動く 4 

ひっかく 片手 9 顔
。

胸 3 
13 一一一一
両手 4

両手 21 水平岡で動く 6 あご l首 2

非対称 5

片手 7 
片手 22

顔 15 ほほ 2 頭 4

口 5 耳 l
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コ 10 
両手 3

あこ

片手 19 
顔 14 横 10 

鼻 3 

サ 56
目句 5 

対称 21
1回 10

繰り返し 11 

両手 37 遭う形 7 

非対勃＼16 水平面で動く

同じ形 8 

シ

セ 2 

l回 8練り返し 7

目旬 10 鼻 2 

片手 56 耳 3 顔 7 

ソ 82
ほほ 6 口 11 

目 2 

他の手がソの形 9 

両手 26 他の手が聞いた形 8

ー他の手が閉じたft~＿！＿上一

片手 13 
顔 6 

胸 7 

タ 35 対称 6 

両手 23
非対称17

結婚型 11 

非結婚型 5 

つまむ
片手 6

両手 7 
対称 6 

13 非対称 1

片手 9
顔 6 

1句 3 

テ 30
その位置で 5 

両手 21 
対称 16 縦に動く 6 

水平面で動く 4 

非対称 5

ホ 50
胸 7

その位置で 12 

対称 22I縦に動く 3 
両手 2a 1 I 

｜水平面で動く 7 

非対称 5

ム 12
片手 7

両手 5

片手 8
顔 2

胸 5

対称 6 

非対称8

顔 5

胸 9

メ 23

両手 15 

片手 14 

モ 42

ノ
《
、
－

で

動

一

置
く
で
一

位
動
面
一

の
に
平
一

そ
縦
水
一

糊

捌
nu 
手両

一一一一一レ 12 片手 2｜対称 7 
両手 10 I 
’非対称 3

ロ 2
片手 6 

その位置で 6 

手刀 31I ｜対称 1aI縦に動く 4 
目両手 27 I I 

' E水平面で動く 8 

非対称 g'

この他、 『手話入門』にあるが、現在あまり使わ

れていないと判断し、分類の対象から除外したもの

が16個ある。

分類に使われた代表手形は合計35聞である。

5.分類の実例 －－－－・・・いばる（A)

「CJに分類されたもの ~－－~てここ一一一一眠る
／顔 ζ三三二二一 一一飲む

／ ～～～～～ー 一一一一一パカ

／片手＼ ＼制る

¥ －－－－－・厚い

I ¥ －~－－三二二一一一一一一薄い（厚さ）

イ 制二一一二＝＝－－－＝~く（ B) 一一一～～～ニー一一一一ーギクッ！
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l自動車

／！？位置でてこ：：~：~~.
／／向く～－－－－－－＝＝ ·~~~ ~ ~·：~~ ，， 

／対称i/

¥M ＼柵で吋i
／ 、一、町一

4-. 著書写実とまとlSl::>

指文字に用いられる形を塞寧に手話の分頬を行なお

うということだったが、指文字だけでは分類しきれず、

指文字にない手形を加えたり、また「手4河旬きは無視
するJということが原則だけれど、例外的に、ある手

形に向きという要素を加えて別の手形とみなしたり、

などといった操作が必要になってきた。その結果、合

計35個の手形によって分類することとなった。

指文字は、多くの場合、手話を掌ぶ人たちが最初に

おぼえるものなので、見慣れない手形を設置するより

は、なるべく指文字に近い形を基準にする方が実用的

だと考えた。ストーキー(1978）や米山(19倒）のように

『弁別特徴Jのような細かいところまで考えるとすれ

ば、もちろんこの方法はおおまカ過ぎて適当ではない。

しかし、手話をもとに日本語を探すとすれ4王、 「わか
りやすさ」が第1に要求される。

そういう意味で、指文字をもとに35の手形に絞る

ことができ、その中でアルファベ、yトの指文字から借

用したのが3個、指文字にない形を3個にとどめるこ

とができたということは、かなり実用にたえうるもの

ではないかと考える。

今回は、「手話入門J693語を対象に作業を行った結

果、指文字をもとに検索することがカ唯り可能で、か

っ実用的だとL、う感触を得た。

しかし、 693語はまだ基精霊震の中でも一部に過きな

い。辞書として利用するには、最i邸000語程度の基本
語量を収録する必要があるので、対象となる範囲をも

っと広げることになる。そうすると、 『分類した結果

10 個以内になったところで分類をストップするJと

いう願リに従えば、第4邸皆ではすまなくなって〈る

かも知れない。第1段階での手形35聞をふやす、ま

たは第2、3陪階での分類事項をふやす必要がでてく

るかも知れない。手形を増やす場合でも、なるべく指

文字からはずれないようにしたい。

いずれにしても、あくまでも「わかりやすさ」とい

うことを基本にして、樹持続けていきたいと思う。
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